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　倉敷市と川崎学園は、5月15日㈮、医療・保健・福祉分野などで連携し地域
の持続的な発展に寄与することを重要な目的とした協定を結びました。
　倉敷市役所で行われた締結式には、倉敷市関係者及び川崎学園全施設長が
出席し、伊東香織倉敷市長と川﨑誠治理事長が協定書に署名しました。
　協定は川崎医科大学や川崎医療福祉大学などが持つ専門知識を生かした
地域振興、学生が卒業後に定住できる雇用の創出、学生及び卒業生が地域の
担い手として活躍するための仕組みづくりを作ることなどの7項目です。
　伊東市長は、川崎学園は倉敷市にとって安心のよりどころであり、協定は
倉敷市民にとって大きな力となる。また、学生・卒業生の皆さんが全国に倉
敷のよいところを持って帰ってくれており、倉敷から多くのものを発信して
いく大きな源となることへの期待を述べられました。
　川﨑理事長からは、昭和45年（1970）に川崎医科大学を開設して以来、
今日まで良き医療人、医療福祉人の育成に努めてきており、大学、病院に

とって社会貢献、地域貢献も重要な使命の一つで
あり、この度の協定を機に、倉敷市と地域のニー
ズを共有し、倉敷市の医療、保健、福祉の充実の
ため、学園が更に貢献できるよう努めたいとの挨
拶がありました。
　倉敷市が学校法人や大学と包括的な連携協定を
結ぶのは初めてのことであり、学園にとっても行
政機関との包括連携協定は初めてのことです。川
崎学園の学生は地域の皆様に育てていただいてお
り、川崎学園への期待の大きさを改めて感じる締
結式となりました。

倉敷市と川崎学園
地方創生に向け包括連携協定締結

　学校法人川崎学園は、昭和45（1970）年に良医を養成する
川崎医科大学を創設するために設立され、その後医療の現場
に必要な看護師、臨床検査技師等のメディカルスタッフの養
成のために、昭和48（1973）年川崎医療短期大学が設立され
ました。学園創設者の川﨑祐宣先生は、医療の実践の中からの
患者さんの視点に立った深い洞察により、医療も福祉も健康
や生活に課題を抱えた人への支援であり、その根っこは同じ
と気づき、障がい児等の福祉にも情熱を注がれ障がい者等の
支援のための社会福祉法人旭川荘を設置するとともに、医療
と福祉を融合させた川崎医療福祉大学を開設し、医療福祉分
野の人材育成に乗り出しました。
　川崎医療短期大学は、全国的にも珍しい総合的な医療短期
大学として発展してきましたが、4年制の川崎医療福祉大学へ
の医療系の学科の改組転換、医療の要素を取り入れた保育、介

護といった福祉系の専門職を養成する学
科の創設を経て今日に至っています。
　少子高齢化の進むわが国において、介護
保険制度の実施等により地域ケア、多職種
連携、医療と福祉の統合などの言葉がキー
ワードになっています。川崎学園と川崎医療短
期大学の変遷の経緯を概観すると、いかに時代を先取りした
先見の明のある展開をしてきたかに気づかれるのではないで
しょうか。医学の進歩、人口構造の変化、医療福祉機器の進
化等により、医療福祉のありようは今後とも大きく変動して
いきます。このKAWASAKI CLUBを川崎学園の卒業生の皆様
が、生涯学習と川崎学園を核とした絆による人脈の形成に活
用されることを期待しています。

（平成27年4月1日就任）

新施設長メッセージ
川崎医療短期大学の変遷とKAWASAKI CLUB

川崎医療短期大学学長  小池将文
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川崎医療福祉大学  大学基準協会による大学評価に「適合」
　公益財団法人大学基準協会による認
証評価を平成19年度に引き続き、平成
26年度に受審し、本年3月に同協会が定
める大学基準に適合していると認定さ
れました。全ての大学は、7年以内に一
度、文部科学大臣に認められた認証評価
機関による評価を受けることが義務付
けられているもので、認定期間は平成34
年3月末までの7年間です。
　平成3年、2学部6学科でスタートし、現在は、3学部12学科
及び大学院3研究科13専攻の医療福祉系総合大学に成長しま
した。開学以来「よき医療福祉人」の育成を目指し、教職員に
よるきめ細かな教育・指導や恵まれた教育環境によって、高い
医療福祉系への就職率と国家試験等の合格率という実績を残
しています。また、倉敷市をはじめとする地域社会との連携も
盛んで、一般市民や自閉症児（者）、指導者等を対象にした講座
や教室の開催などは、認証評価でも高く評価されました。その
一方で、大学を取り巻く環境は厳しく「全国初の“医療福祉”

を冠する大学」であった開学の頃とは全く異なった状況での競
争を強いられています。また大学自身は、その「質」を自ら保
証していくために、自主的かつ継続的な改善活動が必須となっ
ています。
　そのような中での認証評価は、川崎医療福祉大学の「長所」
も「短所」も客観的に見つめられるまたとないチャンスと前向
きに捉え、評価受審後、椿原学長のリーダーシップのもと様々
な組織的改革を行い、よいところはよりよく、足りていないと
ころには新たな考えで、元気いっぱい歩み始めました。
【参考】本学の認証評価「適合」について
　　　　URL（https://www.kawasaki-m.ac.jp/mw/info/05-01.php）

大学基準協会による実地調査

　「川崎学園総合グラウンド」の全面改修工事が2月末完了し、
竣工式が、伊東香織倉敷市長をはじめ岡山県内53高等学校の
先生方をお迎えし、3月10日㈫執り行われました。
　式典は、川﨑誠治理事長の挨拶の後、“感謝と決意”を熱く
述べた学生代表挨拶、そして、川崎医科大学・川崎医療福祉大
学ラグビー部・サッカー部同士の力の入った対抗戦など、学生の
活動を全面に出したもので、出席者の方々から大きな拍手をい
ただきました。
　総合グラウンドは、総工費4億円で、インフィールド部分は、
ラグビー・サッカー仕様（フットサル・ラクロスも利用可）で
“ロングパイル人工芝”を採用。また、陸上競技場は全天候舗
装を採用、トラック1周400ｍ6レーン、跳躍場、投てき場が
整備され、夜間照明6基も備え、21時までの練習が可能となり
ました。

　厳しい医療・医療福祉の現場で活躍するためには心身ともに
健康であることが必要で、川崎学園に所属する全ての学生・教
職員の「体づくり」に大いに役立つことが期待されています。
　なお、総合グラウンドは、4月1日㈬から全面利用が開始され、
数か月先までの利用予約が入るなど、大いに活用されています。

川崎学園総合グラウンド竣工

◆新病院建築工事用フェンスをアートに変身（H26.9/11）
◆�医科大学第６回市民公開講座「総合医時代がやってくる 総合医はなぜ必要か」（9/20）
◆医療福祉大学リハビリテーション学科開設20周年記念特別講演会（9/27）
◆第40回川崎学園祭（10/11〜12）
◆医療福祉大学 オーストラリア・グリフィス大学海外研修報告会（10/15）
◆医科大学 静岡県との「医学部地域枠」協定に調印（11/13）
◆医療短期大学 医療保育科設立10周年記念「第４回保育者研修講演会」（11/15）
◆附属川崎病院 総合がん診療センターを開設（12/1）
◆医科大学創立45周年記念公開講座「救急医療の最前線」（H27.1/10）
◆学園防災の日（1/20）

◆川崎学園総合グラウンド竣工式（3/10）
◆新病院の名称「川崎医科大学総合医療センター」に決まる（3/13付）
◆医療福祉大学 大学基準協会による大学認証評価「適合」認定（4/1）
◆医科大学 中央研究センターオープニング式（4/2）
◆川崎学園入学時合同研修2015（4/11）
◆�川崎学園・オックスフォード大学グリーンテンプルトンカレッジ交流シンポジ
ウム・意見交換会（4/14〜15）

◆江草安彦先生「お別れの会」（4/18）
◆附属川崎病院「地域医療支援病院」の承認（6/2）
◆附属病院 日本医療機能評価機構による病院機能評価「3rdG:Ver.1.0」（一般病院2）を認定（6/5）

学園の今  （H26.9月〜H27.6月） Webサイトで最新のトピックをご覧いただけます。  （  ）は開催日　 川崎学園HP ＞ News&Topics   KAWASAKI CLUB HP ＞ 学園の今   各施設Webサイト 
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　5月10日㈰、ふるさとの森におい
て慰霊碑除幕式が行われました。こ
の碑は昭和45年の開学以来、人体
解剖、病理解剖、法医解剖にご理解
をいただきました全ての方々の御
霊に感謝と慰霊の思いを込めて建
立されたものです。

　次のことばは、くすのき会会報『くすのき』創刊にあたって
川﨑祐宣先生が寄稿されたもので、式次第の頁で紹介されました。 
　私は、世に喜ばれ役立つ、真の医師、いわゆる良医を育てる目標を次の三
つにしぼり、それを建学の精神として、特色ある大学をつくることに努めました。
　その第一は、先ず人間をつくること、第二は、からだをつくること、第三は、
医学をきわめることです。具体的に申しますと、患者を人間として尊び、その
立場を理解し同情し、その診療に全力をつくす。患者と、苦しみ喜びを共に
し、金銭も名誉も思わぬような高邁純粋な人をつくること。患者に対する悠揚
迫らぬ態度と微笑、重症患者の診療や、医学研究などに徹夜の連続にも堪
え抜く、力強い体力と精神力を養うこと。また、人間の生命に対応する医学
の厳しさを知り、一歩一歩と基礎を踏みしめ、自ら問題を生み出し、究明し、
応用するような科学的態度を身につけ、生涯研究、生涯教育の素地をつくる
ことです。
　そのため、自然と文化の香り豊かな地に、及ぶ限り新しい建築と設備を整
え、独特の教育課程を組み、粘り強い努力を重ねております。
　しかし、その努力にも限度があり、自ら進んで解剖にからだを捧げて下さる
方々がなければ、医学教育の基礎となる解剖学の研究・実習はできません。
　私は広く社会一般の御理解と協力なしには良医を育てることができず、ま
た、一朝一夕にできるものとは考えておりません。皆さんと共に努力を重ねて
行きたいと考えます。
　自らのからだを解剖に付すことにより、良医を育てる目標に御協力下された
方々、また、協力されようとする方 に々、私はあらためて深く敬意と感謝をささ
げます。� 初代川崎学園理事長 川﨑祐宣

昭和53年5月27日
「くすのき会」は、医学の進展に寄与するためご遺体を川崎医科大学に献体することを申
し出た篤志献体者の団体で、昭和49年に創設されました。

川崎医科大学  慰霊碑除幕式

　文部科学省は医師不足解消のため、医学部の定員増を認めて
いく方針で、平成27年度入学定員は18大学で65名が増員とな
りました。そのうち川崎医科大学は10名の増員で、建学以来45
年にわたる「地域医療に貢献する良医の育成」の理念と実績が
評価されたものと、教職員一同、身の引き締まる思いです。
　この10名は、静岡県と長崎県からの依頼によるもので、各5
名の地域枠が増員となりました。例えば静岡県の場合、2012
年時点で県内の人口10万人当たりの医師数が186.5人と、全
国平均の226.5人を大きく下回っており、医師の確保が深刻な
問題となっています。このため、将来静岡県内の病院で勤務を
希望する川崎医科大学受験生を同枠内で選考するもので、静岡

川崎医科大学  「医学部地域枠」（静岡県・長崎県）増員
県以外に在住する受験生
でも受験が可能となって
います。
　川崎医科大学は平成18
年度入試から特別推薦入
試に「地域枠（へき地を含
む）」10名、平成19年度
入試から「中国・四国地域
枠」10名、平成22年度入試から「中国・四国地域枠」15名と
「岡山県地域枠」5名を独自に設けており、地域医療に貢献で
きる人材の育成がますます期待されます。

11月13日、静岡県庁での協定調印式を終えて

　4月11日㈯川﨑
祐宣記念講堂にお
いて、初めての試
みとして川崎学園
入学時合同研修
2015を開催しま

した。川崎医科大学・川崎医療福祉大学・川崎医療短期大学・川崎
リハビリテーション学院に今春入学した全学生1,500余名が、医
療、医療福祉を担う同朋として一堂に会する研修です。
　目的は、良き医療人、医療福祉人を育成することが学園全体の
使命であり、全人的医療、医療福祉人を実践するための緊密な多
職種連携が必要であることの自覚を促し、今後、本学園において
学部横断的な多職種連携教育を開始する端緒とすることです。
　二部構成で、第一部は「川崎Spiritの源流をたどる」のテーマ
で、「川崎学園の源流を辿る旅」の映像と学園創設者川﨑祐宣

先生のDVDを視聴して、創設理念を共有しました。
　その後、創設者と旭川荘設立当時から親交のあった黒住宗晴
氏による講演が行われ、旭川荘設立の経緯や、障がい者に接す
る川﨑祐宣先生の情熱が語られました。引き続き、川崎医科大
学福永仁夫学長が、学園の将来への展望について講演され、川
崎医療福祉大学健康体育学科脇本敏裕講師の指導により、隣席
の人との交流を深めるストレッチでリフレッシュしました。
　第二部は「私たちは“良き医療人”“良き医療福祉人”たら
んとする仲間である」をテーマに附属病院に勤務する多職種の
先輩がビデオレターで歓迎しました。パネルディスカッションで
は、「多職種連携の意義、医療、医療福祉職のやりがい」と題
し、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床工学技士、理学
療法士、医療事務担当者が多職種連携の重要性を語り合い、先
輩から新入生に熱いメッセージを送りました。最後にステージ
から全体写真を撮影して和やかな雰囲気の中で閉会しました。

川崎学園入学時合同研修2015
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川崎医科大学附属川崎病院
新病院の名称 「川崎医科大学総合医療センター」に決定

　現在建設中の新病院の名称が、新築移転を機に「川崎医科大
学総合医療センター」に変わります。
　新病院におきましても「医療は患者のためにある」という理
念のもと、どのような疾病の患者さんも診させていただき、ま
た、川崎医科大学の附属病院として「総合医」を育成する使命
を果たすべく、この名称といたしました。

「地域医療支援病院」の承認を受けました
　川崎医科大学附属川崎病院は、平成27年6月2日付で、岡山
県知事から「地域医療支援病院」の承認を受けました。
　地域医療支援病院制度は、医療施設機能の体系化の一環とし
て、患者に身近な地域で医療が提供されることが望ましいとい
う観点から、紹介患者に対する医療提供、医療機器等の共同利
用の実施等を通じて、第一線の地域医療を担うかかりつけ医、
かかりつけ歯科医等を支援する能力を備え、地域医療の確保を
図る病院として相応しい構造設備等を有するものについて、地
域医療支援病院の名称を承認するものです。

　川崎医科大学附属川崎病院では、平成22年6月に患者診療支
援センターを設置し、地域の医療機関との連携のもと、地域に密
着した医療を提供してきました。また、平成26年2月には、地域
の開業医の先生方と連携・共同して患者さんの治療に当たるため
の開放型病床を設置し、包括的で一貫性のある医療を提供してい
ます。
　今後とも、地域医療の確保を図る病院として、一層の努力を
行ってまいります。

新病院 新築工事進捗状況
　工事は順調に進んでおり、建物の主要構造部分（柱・床など）
を作る躯体工事は、6月には8階床面まで完成しました。
　建物内部では、地下階及び２～４階の配線・配管等の設備工
事や壁間仕切り工事などを進めています。また、建物外部では
２・３階の外装工事（外壁や窓枠等の取付）が概ね完了してい
ます。12月には最上階である15階まで躯体が上がり、外観の
全貌が見えてきます。完成は平成28年8月の予定です。

　　ヘルスケアセミナー in川崎病院
第4回�「こころの健康
　　　　　　　～心はどこにあるのでしょうか？～」
9月12日㈯ 14：00～16：00�
講師 �藤原美保（臨床心理士）
会場 川崎医科大学附属川崎病院 東館9階会議室
対象 一般
定員 30名　参加無料　申込必要
問合せ先 ☎086-225-2171 庶務係

　　せとうちクリニカル・ベストプラクティス・ミーティング
第4回�「褥瘡をつくらないためのコツ・早期治療へのワザ」�

 7月25日㈯ 14：00～16：00�
 講師 石橋直大（皮膚・排泄ケア認定看護師）

第5回�「かゆみ、カサカサ肌、老人性乾燥皮膚症はこれで治せ」�
 9月26日㈯ 14：00～16：00�
 講師 牧野英一（皮膚科医長）

会場 川崎医科大学附属川崎病院 東館9階会議室
対象 �外部医療機関等の医師、看護師、臨床工学技士、
ソーシャルワーカー、ケアマネージャー等

�定員 30名　参加無料　申込必要
問合せ先 ☎086-225-2133 地域医療連携室

 川崎医科大学附属川崎病院  川崎医療短期大学
　　公開講座
�「小さな傷でもよく見える

～体にやさしく安全な鏡視下手術～」
8月16日㈰ 10：00～11：30
講師 繁光薫（看護科教授）
会場 川崎医療短期大学 体育館101教室
対象 一般、高校生
定員 200名　参加無料　申込必要
問合せ先 ☎086-464-1032 公開講座係

 川崎医療福祉大学
　　チーム医療のための医療プロジェクトマネジメント研修セミナー
9月19日㈯ 13：00～19：00
講師 宮原 勅治　（医療秘書学科、医療情報学科教授）
　　 山本 智子　（医療秘書学科准教授）
会場 川崎医療福祉大学 本館棟3階西3102講義室
対象 医療現場の管理者、医師、看護師、および医療従事者
定員 20名　参加無料　申込必要
問合せ先　☎086-462-1111（内線55056）医療秘書学科 山本

詳細は、各施設のWebサイト等でお知らせいたします。公開講座・セミナーのご案内（7月〜9月）

川崎医科大学附属病院
　　第１７回 Cancer Seminar（医療者向け）
がん治療の最前線 −大学病院の挑戦−
8月22日㈯ 13：30～16：00
会場 川崎医科大学 校舎棟7階 M-702教室
対象 医師、看護師、薬剤師、コメディカル
参加無料　申込必要
問合せ先 ☎086-462-1111（内線22612）地域医療連携室

　　第17回 市民公開講座がんサロン
もっと知ろう「大腸がん」−大腸がんの検査と治療−
9月5日㈯ 13：30～16：00
会場 川崎医科大学８階ラウンジ
対象 がん患者さんとそのご家族、一般
参加無料　申込不要
問合せ先 ☎086-462-1111（内線22612）患者診療支援センター

工事全景（平成27年6月末撮影）

新病院完成予想図
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現代医学教育博物館 日曜日開館スタート！
　現代医学教育博物館は、昭和56年の開館以来これまで多くの方々にご来館いただいて

います。開館30周年の平成24年から順次リニューアルを進めており（4部門）、これまで

に 1.基礎医学　2.予防医学が完成し、引き続き 3.現代病 4.高度先進医療のリニューアル

を進めています。また、より多くの皆様に気軽にご利用いただけるよう、

今年6月から日曜日も開館しています。

◇開館日（入場料無料・団体見学以外は予約不要です）
　月〜金 9：00〜17：00　土・日 9：00〜16：00

◇休館日
　祝日・川崎学園創立記念日（6月1日）
　年末年始（12月29日〜1月3日）

※今年の8月17日㈪〜8月19日㈬は臨時休館いたします。

　食道・胃腸内科は、主に消化管（食道・胃・小腸・大腸）の疾
患に対して診療を行っている科です。各領域の当科の専門医
が外科と一緒に協力して、外来及び入院診療を担当していま
す。当科を率いる塩谷昭子教授は、消化管内科の女性教授と
しては日本で唯一の存在で、消化管領域のがん・出血性疾患・
炎症性疾患・機能性疾患を中心に診断・治療を行っています。
特に、内視鏡治療における先進的な医療技術や専門病院に特
化した最先端の治療を取り入れるとともに、カプセル内視鏡
やＣＴ コロノグラフィーなど、非侵襲的な精度の高い、患者
さんに優しい検査及び医療を提供できるように取り組んで
います。

川崎医科大学附属病院
食道・胃腸内科

診療科
ご案内

　現代のがん医療の現場では、臓器横断的な診療体制の構築
が必要です。豊かな学識と臨床技能を携えたそれぞれの専門
医が中心となって多職種による医療チームを作ることにより、
高度な専門的医療の提供が可能になります。また、がんの診
断についても、良悪性の判断や原発巣の特定が難しい場合な
どには、総合内科専門医や放射線診断専門医を中心にいち早
く確定診断を行うことで、治療成果にも直接結びつきます。
　このような臓器横断的な診療体制と、これまで当院で提供
してきた実践的チーム医療を融合させ、がん診療の分野で高
い専門性を発揮するため、平成26年12月に「総合がん診療
センター」を開設しました。また、西４階病棟を専門病棟と
して、がん薬物療法・緩和医療を行っています。
　「総合がん診療センター」では、がん患者さんに携わる全
ての診療科が一体となり、スピーディーな診療を心がけ、患
者さんのお役に立てるよう日夜努力しています。

川崎医科大学附属川崎病院
総合がん診療センター

センター開設の
ご案内

学会・研究会名 開　催　日 会　　　場 代　　表　　者

第35回 日本骨形態計測学会 2015/6/4～6 倉敷市芸文館 学会長：曽根 照喜（川崎医科大学 放射線医学（核医学）教授）

第12回 日本肝がん分子標的治療研究会 2015/6/6 倉敷アイビースクエア 大会長：日野 啓輔（川崎医科大学 肝胆膵内科学教授）

第39回 日本鉄バイオサイエンス学会学術集会 2015/8/29～30 岡山コンベンションセンター 3階フロア 会　長：日野 啓輔（川崎医科大学 肝胆膵内科学教授）

第14回 日本デジタルパソロジー研究会総会 2015/9/11～12 川崎医科大学 現代医学教育博物館 世話人総会長：森谷 卓也 （川崎医科大学 病理学2教授）

第40回 日本微小循環学会 2015/9/25～27 国立京都国際会館 大会長：矢田 豊隆（川崎医療福祉大学 臨床工学科教授）

第51回 日本眼光学学会総会 2015/9/26～27 岡山コンベンションセンター 会　長：長谷部 聡（川崎医科大学 眼科学２教授）

第48回 日本小児呼吸器学会 2015/10/23～24 倉敷市芸文館 会　長：尾内 一信（川崎医科大学 小児科学教授）

第26回 日本小児呼吸器外科研究会 2015/10/24 倉敷市芸文館 会　長：植村 貞繁（川崎医科大学 小児外科学教授）

本学園の教職員が 会長・実行委員長を務めます

塩谷 昭子 教授 瀧川 奈義夫 教授
（センター長）
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在学生も頑張っています

○�「第１回チャレンジ！糖尿病いきいきレシピコンテスト」
最優秀賞受賞� 〔川崎医療福祉大学〕

　公益社団法人日本糖尿病協会
が栄養士・管理栄養士を目指す学
生を対象に初めて企画したコン
テストにおいて、臨床栄養学科４
年生のチーム「ままかり」が、見
事最優秀賞を受賞しました。
　119件の応募から、書類審査で選ばれた12チームが、平成
26年10月19日㈰に東京会場でレシピを再現調理し、医師、管
理栄養士、糖尿病患者代表などによる最終審査が行われまし
た。その中で、最も優れていると評価されたメニューは「おい
しー、ヘルシー、満腹朝ごはん」で、「エネルギーを抑えなが
らも、満腹感が得られ、味のバランスと彩りがよく、朝が来た
と感じられるメニュー」と講評いただきました。３名は、「審
査は大変緊張したが、臨地実習で学んだ工夫を生かしたものが
評価され、とてもうれしい」と喜びをかみしめていました。

○�第１回中庄クリーンアップ作戦� 〔川崎医療福祉大学〕

　５月20日㈬、今年度の第１回中庄クリーンアップ作戦が行
われました。49名が参加、リーダーの説明のあと二手に分か
れて清掃活動に出発しました。
　中庄駅方面は歩道を中心に、また大学東門から短大方面は大
学周辺の駐車場や農道、歩道を中心にゴミを拾い集めました。
東門からのルートは、近くのコンビニの駐車場から裏の農道に
かけて、タバコの吸殻や弁当やおにぎりを食べたあとのゴミな
ど、大変たくさん捨てられていました。学生と教職員たちは、
少し心を痛めながらも、エコロジーに関する大変前向きな議論
をしながらゴミを拾い集め続けました。
　後半は、二手に分かれていた学生たちが合流し、地元の方々
や買い物にこられた高齢者の方々と気持ちのよい挨拶をしな
がらハローズ周辺の清掃をしました。岡山県警から倉敷警察署
の広報誌に掲載するため取材を受けました。少しですが、街中
が一体感に包まれた感があり、大変有意義な清掃活動でした。
　またこの度は、同窓会より寄贈いただいた清々しい青色のウ
インドブレーカーを、学生、教職員全員が着用しての清掃活動
であり、より一体感を感じるものでした。
　中庄クリーンアップ作戦は毎年1回行ってきましたが、今年
度より年に3回（5,10,12月）行われる予定です。

○第65回岡山県美術展覧会入受賞 〔川崎医療福祉大学〕
　地域資源を掘り起こ
す「岡山発」部門に医
療福祉デザイン学科の
学生が出品し、多数の
応募の中、入賞３点、入
選８点と過去最多の入
受賞となりました。
　特に県知事賞の２年
生のグループ制作「連島蓮根」は、土の泥臭さをスタンプによ
る造形で表現し、連島蓮根の特徴である白さとのコントラスト
を巧みに処理した点が高く評価されました。
　また県展賞の「点字ブロックと桃太郎」は点字ブロック発祥
の地、岡山を題材とし、桃太郎を主人公の視覚障がい者に見立
て、点字ブロックの上をお伴の犬・猿・雉が道案内を務めるとい
う作品です。福祉先進県岡山の歴史的必然性に着目した作品で
高い評価を得ました。（平成26年9月）

○中四国の地域医療を担う学生のセミナー開催
〔川崎医科大学〕

　平成26年９月29日㈪臨床教育
研修センターにおいて、川崎医科
大学「地域医療ゼミ」に所属する
３学年、４学年の学生49名を対
象とした教育プログラムとして
「Expert Medical Skill Seminar 
2014」が開催されました。
　福永仁夫学長、柏原直樹副学長（臨床教育研修センター長）
の挨拶の後、班名を決定するアイスブレイキングでリラックス
し、グループ毎に縫合・採血・導尿の場所に分かれて、担当教員
より熱心な指導を受けました。
　EMSET委員会から、松本英男（消化器外科学）准教授、井
上貴博（救急医学）准教授を含む9名の教員が指導に当たり、
学生たちは直接、専門的なスキルの指導を受け、楽しみながら
も大変真剣に取り組みました。「先生方の指導が分かりやすい」
との意見が圧倒的で、非常に満足度の高いセミナーでした。

○�「HAPPY NEWS 2014」大学生大賞を受賞
� 〔川崎医療短期大学〕

　日本新聞協会主催の「HAPPY NEWS」は、新聞記事の中か
らHAPPYな気持ちになった記事を選び、300字前後のコメン
トを書くもので、平成25年度の学校特別賞受賞に続き、平成
26年度には、これまでの取り組みが評価され、大学生大賞（グ
ループ）を受賞するに至りました。授賞式は3月3日㈫に川崎
医療短期大学で行われ、山陽新聞社の佐々木善久執行役員読者
局長から山口恒夫学長（当時）に表彰状と賞金30万円が贈ら
れました。
　授業では、学生が定期的に新聞を開くことを目指し、コラム
の書き写しや記事の要約を課題としています。「HAPPY 
NEWS」のコメントからは、子どもや高齢者の笑顔、同世代の
若者の活躍に目をとめている学生の姿が想像できます。
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学園のなかま� 2015年5月1日現在

《統一テーマ コンセプト》
平成27年度学園祭開催にあたり、みんなで一
つのことを成功させよう盛り上げようとい
う思い（for one）に、第41回（four-one）を
重ねて統一テーマとし、4校をはじめとする
学園の絆を一層深め併せて地域に開かれた
学園祭を目指します。

◦川崎医科大学附属病院
　医学講演会　10日㈯　13：30～15：00
　「ひざと股関節の痛みの原因と対策」
　講師　三谷 茂
	 川崎医科大学 骨・関節整形外科学 教授
	 川崎医科大学附属病院 整形外科 部長

　会場／現代医学教育博物館3階講堂

◦オープンキャンパス 同時開催

◦第9回ホームカミングデイ 10日㈯・11日㈰
　（川崎医療福祉大学同窓会）
　会場／医療福祉大学3階レストラン

◦第4回松丘会ホームカミングデー 10日㈯
　（川崎医療短期大学同窓会）
　会場／医療短期大学校舎棟2階 学生ホール

※各種イベント情報等は決定次第、Webサイトでお知らせします。

川崎学園祭第41回

統一テーマ：「All Four One」

平成27年 10月10日㈯・11日㈰

川崎医療福祉大学 初代学長
江草安彦先生「お別れの会」

　去る3月13日㈮に88歳でご逝去された、江草安彦先生の「お
別れの会」が4月18日㈯午後1時半から岡山プラザホテルでし
めやかに執り行われました。
　社会福祉法人旭川荘、学校法人川崎学園、川崎医療福祉大学
その他の合同主催で行われ、国内外合わせて約1,600人の参列
者が先生との別れを惜しみました。
　式は、参列者全員の黙祷に始まり、まず主催者を代表して社
会福祉法人旭川荘の末光茂理事長が挨拶され、村木厚子厚生労
働省事務次官に次いで、椿原彰夫川崎医療福祉大学学長が「医
療と福祉とが融合するサービスの重要性を提唱されたのは川﨑

祐宣先生ですが、それを具体的に実践して旭川荘を全国屈指の
総合社会福祉施設に発展させ、医療的対応が必要な多くの重度
障がい者や障がい児に心豊かな生活と幸福の場を併せて提供
し、医療福祉の理念を広く伝えてくださったのは正に江草先生
ご自身でした。そして、本学の教育理念が『人類と社会への奉
仕』と決定されることとなりましたのは、先生の強い信念に基
づくものであると確信しております」と江草先生を偲び惜別の
念を述べられました。
　仁木壯旭川荘副理事長からの謝辞、ご長男江草明彦様がご遺
族代表で挨拶された後、川﨑明德学園長、川﨑誠治理事長をは
じめ、岡田喜篤川崎医療福祉大学元学長などによる指名献花が
行われ、最後に、在りし日の先生の姿がスクリーンに映し出さ
れる中、参列者全員による献花が行われ閉式となりました。
　また、江草先生を偲ぶメモリ
アルコーナーが設けられ、参列
者は壁に飾られたたくさんの
写真を眺めながら、医療福祉の
充実に生涯を捧げられた江草
先生のご功績を偲びました。

　 卒 業 生・ 退 職 者 の 方 は
「KAWASAKI CLUBカード」をご提
示いただくと、3大学附属図書館（貸
出しも可能）やKAWASAKI CLUBラ
ウンジがご利用いただけます。ご利用
の際は、カード提示が必要です。紛失の際は、再発行が可能
ですので、KAWASAKI CLUBまでお問い合わせください。

　3大学附属図書館（川崎医科大学、川崎医療福祉大学、川
崎医療短期大学）の充実した蔵書とサービスをご存知でしょ
うか？
　専門書、専門雑誌のほか、教養書、娯楽雑誌、文庫本、絵
本などさまざまな分野の図書を多数所蔵しています。
図書館紹介のWebサイトへアクセスするには？

 KAWASAKI CLUBのWebサイト 
➡

 KAWASAKI CLUBのご案内 
➡

 図書館のご利用について 

いろいろなサービスが紹介されています。
ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。
⃝ 開館日・開館時間を予めご確認ください。

カードについて図書館へ行こう！

在学生　川崎医科大学 �  804名

　　　　川崎医療福祉大学 �  3,602名

　　　　川崎医療短期大学 �  1,092名

　　　　川崎医科大学附属高等学校 �  71名

　　　　川崎リハビリテーション学院 �  165名

教職員 �  4,099名

卒業生　川崎医科大学 �  4,186名

　　　　川崎医療福祉大学 �  16,391名

　　　　川崎医療短期大学 �  14,353名

　　　　川崎医科大学附属高等学校 �  1,601名

　　　　川崎リハビリテーション学院 �  1,831名

KAWASAKI CLUB登録者 �  42,155名
※1 委託職員を含む
※2 通信教育部890名を含む

※2

※1
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KAWASAKI CLUBは、学園の卒業生と退職した職員を対象に、生涯学習・生涯教育の場として発足しました。情報誌として年 2 回「KAWASAKI CLUB 
NEWS」をお届けいたします。KAWASAKI CLUBの運営や「KAWASAKI CLUB NEWS」へのご要望ご提案をお待ちしています。
住所変更・カード紛失等がございましたら、メールか電話にてお知らせください。
また、「KAWASAKI CLUB NEWS」が届いていない方をご存じでしたら、情報（氏名、住所等）をお寄せください。

☎ 086−464−1
い ご よ ろ し く

546 　  club@med.kawasaki-m.ac.jp 　〒701−0192 倉敷市松島577（川崎学園内 本館棟 8 階）

試 験 区 分 出願期間 試　　験　　日 合格発表 募集人員

川 崎 医 科 大 学

特別推薦入試 11/2〜10
一次 11/14㈯ 11/21 中国・四国地域枠  約15名

岡 山 県 地 域 枠  約   5名二次 11/28㈯ 12/4

一般入試 12/7〜1/15
一次 1/24㈰ 1/26 一 般  約60名

静 岡 県 地 域 枠  　   5名
長 崎 県 地 域 枠  　   5名二次 1/29㈮又は30㈯ 2/3

大学院 10/2〜15 11/2㈪ 11/18 25名

川崎医療福祉大学

AO入試 8/17～31 9/13 ㈰ 10/2 97名
特別入試・社会人特別選抜・帰国生徒特別選抜 10/5～23 11/1 ㈰ 11/6 186名
推薦入試 11/9～27 12/6 ㈰ 12/10 172名
一般入試前期 1/5～25 2/1 ㈪ 2/5 279名
一般入試後期 2/19～3/9 3/16 ㈬ 3/19 29名
センター試験利用入試前期（※1） 1/5～25 ― 2/5 63名
センター試験利用入試後期（※1） 2/19～3/9 ― 3/19 30名
編入学 8/12～19 8/28 ㈮ 9/3 40名
編入学二次 2/8～15 2/23 ㈫ 2/27 若干名
大学院入試 修士課程・博士後期課程1期 8/12～19 8/28 ㈮ 9/3 修士59名  博士若干名
大学院入試 修士課程・博士後期課程2期 2/8～15 2/23 ㈫ 2/27 修士26名  博士  17名

川崎医療短期大学

AO入試前期 8/3～21 8/30 ㈰ 9/4 60名
AO入試後期 10/1～16 10/25 ㈰ 10/30 40名
推薦入試（指定校・公募） 11/2～20 11/29 ㈰ 12/4 109名
一般入試前期 1/5～23 1/31 ㈰ 2/5 130名
一般入試後期A（※2）・後期B（※3） 2/23～3/9 3/17 ㈭ 3/19 31名

川崎医科大学附属高等学校
専願入試（※4） 1/17 ㈰
一般入試（※4） 2/21 ㈰

川崎リハビリテーション学院

社会人特別入試 10/2～16 10/25 ㈰ 10/30 8名
推薦入試（指定校・公募） 11/2～20 11/29 ㈰ 12/4 17名
社会人入試 11/2～20 11/29 ㈰ 12/4 8名
一般入試 1/5～1/23 1/31 ㈰ 2/5 17名

（※ 1）大学入試センター試験のみ利用し、個別学力検査等は課さない。　（※ 2）大学入試センター試験を利用する試験。
（※ 3）本学入試問題による試験。看護科、医療介護福祉科、医療保育科のみ。　（※ 4）附属高校の入試は、予定。正式な日程は7月下旬に発表する募集要項でご確認ください。

平成27年6月現在の情報です。詳細は各施設のWebサイトをご覧ください。平成28年度 入試情報

オープンキャンパス・学校説明会
※は学園祭と同時開催

川崎医科大学
　第1回   8月  1日㈯� 10：00〜
※第2回 10月10日㈯� 10：00〜
　問合せ先
　　☎086-464-1012 教務課

川崎医療福祉大学
　  8月  2日㈰� 10：00～
　  9月20日㈰� 10：00～
※10月10日㈯・11日㈰� 10：00～
　問合せ先
　　☎086-464-1004 入試課

川崎医療短期大学
　   7月18日㈯・19日㈰� 13：00～
　   8月16日㈰� 13：00～
　   9月19日㈯� 13：00～
※ 10月10日㈯・11日㈰� 9：00～
　問合せ先
　　☎086-464-1033 教務課入試係

川崎医科大学附属高等学校
≪学校説明会：本校≫
　第1回   7月19日㈰　10：00〜
　第2回   8月30日㈰　10：00〜
　第3回 11月  8日㈰　10：00〜
　問合せ先
　　☎086-462-3666 事務室

川崎リハビリテーション学院
　第2回   7月25日㈯　13：30～
※第3回 10月10日㈯　13：30～
　問合せ先
　　☎086-464-1179 事務室

詳細は各施設のWebサイトをご覧ください。上記日程以外で個別に見学等をご希望の方
は、各施設にお問い合わせください。

Webサイト  「岡山医療ガイド」  の川崎医科大学附属
病院・附属川崎病院の各ページには、関連ニュースが多
数掲載されています。（ ）は掲載日。

●�ゲノム解析による近未来のがん分子標的治療
　川崎医大臨床腫瘍学（6/1）

●�黄ニラに口腔カンジダ症予防効果
　川崎医福大・川崎医大グループ研究（5/13）

●�低侵襲の関節鏡手術　ミリ単位で勝負
　川崎医大川崎病院（4/20）

●�肺がん治療～最新の話題と正しい情報選択
　川崎医大呼吸器外科学（3/16）

●�小児の近視予防はできるか　川崎医大川崎病院（2/16）
●�ストレス、運動器検診開始　川崎医大病院（2/16）
●�〔名医に聞く〕腎臓の病気　治療の進歩で完治も望める

　川崎医大腎臓・高血圧内科学（1/19）
●�腹腔鏡、乳房再建、放射線…がん治療充実

　川崎医大病院（2014/12/1）
●�がん治療中の栄養のお話～食事は心のエッセンス～

　川崎医大病院栄養部（2014/10/20）
●�支援には信頼関係重要

　川崎学園祭で川原医師が講演（2014/10/15）

▪


